










































たポリペプチ ド鎖や様々なス トレスにより損傷を受けたポリペプチ ド鎖のフォール
ディングを補助する役割を担っている 14,15)｡cpnは大きく二つのグループに分類され
る-6,け)｡真核生物は両グループのCpnを保有し,グループIには真核生物の熱ショッ

















































ヒト由来の相補鎖 DNA (CDNA)の調整には,ヒト単球系細胞株 THP-1(ATCC,
Manassas,VA,USA)を用いた｡培養は,56℃で30分間非働化した 10% ウシ胎児
血清 (FBS),1%L-グルタミン酸,1% ペニシリン･ス トレプ トマイシン,lmM ピ
ルビン酸ナ トリウム(以上 すべてInvitrogen),および 10mMHEPES(SigmaAldrich,








cDNA -の逆転写 には,精製 した全 RNA (lLlg) を鋳型 として,0.5 LIM
deoxynucleoside-triphosphate(dNTPs)存在下で,5nM dithiothreil(DTT)を混和し,
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は,I.2%アガロースゲルを用いた電気泳動法によって分離した [トリス 酢ー酸エ チレ
ンジアミン四酢酸 (TAB)泳動緩衝液 100V,30分間]｡分離した遺伝子断片は,臭化

















































コンビナントタンパクを最終濃度が 125Lg/mlとなるように トリス緩衝液 (TBS:10
















































節リウマチ 15名,シェーグレン症候群3名,全身性エリテマ トー デス2名,尋常性
天病癖2名,掌択膿病症2名,スティーブンス ･ジョンソン症候群 1名,クローン病
1名,ベーチェット病 1名,成人性スティル病 1名,甲状腺機能克進症 1名,原発性
マクログロブリン症 1名,IgA腎症 1名である｡健常者は歯周病または基礎疾患の無
いボランティア18名 (男性 10名,女性8名,平均年齢±標準偏差 :35.7±7.4歳)で
あり,各被験者から静脈血を採取し,適法に従い,遠心分離によって血清を調整した｡
なお,採血においては岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の倫理委員会の承認を取得


















ヒトの CCTl,CCT3,ccT4,CCT5,ccT6,ccT8,HSP60,そして M oralisの

















































































































































































isotopICally heavy CH4 Production by a hyperthermophitic methanogen under
27
high-pressurecultivation,Proc,Nal.AcadSci.USA.31.10949110954.2008










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































M,分子量マーカー ;NC,陰性対照 (3L11);T,精製前合成タンパク溶液 (3Ltl);
S,可溶性画分 (3Ll);P,不溶性画分 (3pl);FT,フロースルー画分 (3pl);El,溶
出画分 (1.25Ll);E2,溶出画分 (2.5Ll);E3,溶出画分 (5Ll);E4,溶出画分 (10LlI)
図2.ドットプロット法による各Cpnサブユニットに対する血清反応性の解析
ヒトのリコンビナントCpn(CCTl,CCT3,ccT4,CCT5,ccT6,ccT8,HSP60),
そしてM.oralisのCpnに対して各被験者血清 (健常者 10人,歯周病患者 10人,自
己免疫疾患患者 15人)の血清IgG抗体の反応性をドットプロット法で検討した｡図














































































































































































_▲ _▲ rO rO






























一一▲ N U 上. Ul
⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)












































J l l l l○Q> ◆
l l l ◆ ■●¢◆◆◆




















































⊥ N U Ji Ul
⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)⊂) ⊂)⊂) ⊂) ⊂) ⊂)
■◆ ■ 7ヽ 一
○ tG◆◆○




































































?? ? ? ? ?
? ? ?




























































?? ? ? ? ?
M.ora/isCpn
-▲ -⊥ rO
く刀 ⊂) Ul ⊂)
≠
⊂) ⊂) ⊂) ⊂) ⊂)
l l+e Q.◆ 金 串 l l○○
l l頭 金 ○ l l○
? ? ??? ???
???? ?
?
? ? ? ??
? ? ?


























く刀 ⊂) くJl ⊂)
⊂) ⊂) ⊂) ⊂)
I I◆ l l
0.8 や ◆
⊥ .i rO
くJl ⊂) くJl ⊂)
汁
(刀 ⊂) くJl ⊂)
⊂)⊂) ⊂) ⊂) ⊂)



























???? ??? ? ? ??
? ? ?
















































































































































rU U1 -｣ ⊂) rU UI
Ul ⊂) ひ1 ⊂) Ul ⊂)




















































































































??? ? ? ? ?
